
 

 

 

 

 

厳しい暑さと稀にみる長雨の続いた夏でした。朝晩の涼しい風に触れますと、季節が進んだ 

ようにも感じます。乳児の子ども達は、自分の周りのことに関心を持ち、自分の遊びやお友達に

目や心を向けつつ過ごしています。又、幼児のお友達は、体を動かすことの楽しさを感じながら、

好きな遊びや集団での取り組みが続けられています。 

YMCAの園では、一人ひとりが、自分が愛されている、かけがえのない存在であることを知り、

自分とお友だちの「ありのまま」を愛し、赦し、そしてお互いを認め合って、大切にしていく 

ことを目指しています。「赦す」ことは、諦めることではなく、自分を信じ、相手を信じ、未来に

希望を持つことで、赦すことができるのではないかと思います。又、園では、一人ひとりが 

「自分でやってみよう」とする主体的な気持ちを大事にして、子ども達の自立していく可能性に

寄り添います。一人ひとりの全存在を認め、愛し、励ますことで、子ども達自身が「自らやって

みよう」と動き始めます。そのような園でありたいと思います。 

昨年の 2月頃を思い返しますと、「マスク」の在庫が底を尽き、どこに頼んでも品切れで、値段も 

どんどん値上がりする状況がありました。手当たり次第に探し続けた際に、園の事情を説明すると 

「皆さん大変ですね。子ども達って、今、大丈夫！と思われていますもんね。」と翌日に「少し 

大きめの子ども用で宜しければ…」とマスクをたくさん提供してくださった方がいました。皆が 

切望している時期に、幼い子ども達のことを思い、見知らぬ人に与えることは、昨年のあの時期 

に、できることではなかった思います。今思い返しても感謝の思いしかありません。しかし、 

考えてみますと、人間に対して神様が求めておられる「愛」とは、このような愛ではないかと思い

ます。神様は、心の手を伸ばし、心の扉を開けて、この愛をただ受け取りさえすれば、私たちの 

ものとなる。そのような愛を受けたのなら、今度は、私たちがその愛を他の人に分かち合っていく

番になっていきます。  

現在は、まだ新型コロナウィルスに対しても、見えない未来に対しても、誰もが不安を感じて 

いる時です。言い換えると、愛に渇いている時とも思います。このような困難な時だからこそ 

小さな愛が心に染みます。愛の光は、輝きを増していきます。少しずつ愛の種をまいていきたい 

と願います。
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